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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　箱型形状の単体のキャスターカバーで構成されたキャスターカバーであって、前記箱型
形状の直方体の６面のうちの少なくとも１面が、一部の領域が、円弧状の切り口で開放さ
れた取り込み用切欠き部であって、
　キャリーバックのキャスターが、前記取り込み用切欠き部をくぐって、前記単体のキャ
スターカバーの内部に収納され、
　前記単体のキャスターカバー２個が、それぞれ対向する面から配置された連結部材によ
って連結されたことを特徴とするキャスターカバー。
【請求項２】
　前記連結部材は、面状のゴムであり、前記キャスターカバー２個の対向する面に設置さ
れたスリット部、あるいは固定部材を介して、それぞれのキャスターカバーと連結された
ことを特徴とする請求項１記載のキャスターカバー。
【請求項３】
　前記連結部材の張力により、前記キャスターカバーがキャリーバックのキャスターに固
定されたことを特徴とする請求項１または２項記載のキャスターカバー。
【請求項４】
　前記キャスターカバーは、少なくとも２個以上が待機されており、キャリーバックの４
個以上のキャスターを収納することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項記載の
キャスターカバー。
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【請求項５】
　前記キャスターカバーが、少なくとも２個以上であって、キャリーバックのキャスター
が収納され、固定された後、前記キャスターカバーの底面が、部屋の床に密着されて、キ
ャリーバックが床の上に垂直に保持されたこと特徴とする請求項１ないし４のいずれか１
項記載のキャスターカバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャリーバックのキャスターカバーに関し、戸外から帰宅して、家の部屋に
キャリケースを運ぶ場合に、前記キャスターカバーを装着して、汚れたキャスターを、覆
う機能を有するキャスターカバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　キャリーバックのキャスターに関しては、各種、公開特許が公開されている。
　特許文献１には、キャスターが装着された部材を、キャリーバック内に収納するキャリ
アーバックについて、記載されている。同じく、特許文献２には、キャスターが装着され
た部材を、キャリーバック内に収納するキャリーバックについて、記載されている。
　特許文献３には、キャスターに関して、樹脂製で、簡単に組み立てできるキャスターに
ついて記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３７７５５号公報
【特許文献２】特開２００１－３５３０１５号公報
【特許文献３】特開２００１－２１３１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のキャリーバックについては、部屋に持ち込む場合に、キャスターの汚れを防止す
る対策は、全く、施されていなかった。特許文献１，２の場合は、よごれたキャスターを
そのまま収納するという問題点があった。
【０００５】
　本発明の課題は、キャリーバックのキャスターに、容易に装着が可能であり、キャリー
バックを室内に、持ち込んだ場合に、キャスターのよごれが付着しないようにすることが
できるキャスター用カバーを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係るキャスターカバーは、箱型形状の単体のキャスターカバーで構
成されたキャスターカバーであって、前記箱型形状の直方体の６面のうちの少なくとも１
面が、一部の領域が、円弧状の切り口で開放された取り込み用切欠き部であって、キャリ
ーバックのキャスターが、前記取り込み用切欠き部をくぐって、前記単体のキャスターカ
バーの内部に収納され、前記単体のキャスターカバー２個が、それぞれ対向する面から配
置された連結部材によって連結されたことを特徴とするキャスターカバーである。
【０００７】
　本発明の請求項２に係るキャスターカバーは、前記連結部材は、面状のゴムであり、前
記キャスターカバー２個の対向する面に設置されたスリット部、あるいは固定部材を介し
て、それぞれのキャスターカバーと連結されたことを特徴とする請求項１記載のキャスタ
ーカバーである。
【０００８】
　本発明の請求項３に係るキャスターカバーは、前記連結部材の張力により、前記キャス
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ターカバーがキャリーバックのキャスターに固定されたことを特徴とする請求項１または
２項記載のキャスターカバーである。
【０００９】
　本発明の請求項４に係るキャスターカバーは、前記キャスターカバーは、少なくとも２
個以上が待機されており、キャリーバックの４個以上のキャスターを収納することを特徴
とする請求項１ないし３のいずれか１項記載のキャスターカバーである。
【００１０】
　本発明の請求項５に係るキャスターカバーは、前記キャスターカバーが、少なくとも２
個以上であって、キャリーバックのキャスターが収納され、固定された後、前記キャスタ
ーカバーの底面が、部屋の床に密着されて、キャリーバックが床の上に垂直に保持された
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項記載のキャスターカバーである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１のキャスターカバーによれば、容易に装着が可能であり、キャスター
のよごれが付着しないようにすることができるキャスター用カバーを提供することができ
る。
【００１２】
　本発明の請求項２のキャスターカバーによれば、連結部材によって、安定に、キャスタ
ーカバーをキャリーバックに固定することができる。
【００１３】
　本発明の請求項３のキャスターカバーによれば、連結部材によって、安定に、キャスタ
ーカバーをキャリーバックに固定することができる。
【００１４】
　本発明の請求項４のキャスターカバーによれば、キャリーバックの４個のキャスターを
収納することができる。
【００１５】
　本発明の請求項５のキャスターカバーによれば、キャスタカバーを装着後に、キャリー
バックを立たせることができる。
【００１６】
　本発明によれば、キャリーバックのキャスターに、容易に装着が可能であり、キャリー
バックを室内に、持ち込んだ場合に、キャスターのよごれが付着しないようにすることが
できるキャスター用カバーを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例１のキャスターカバーの図。図１（ａ）は、キャスターカバーの斜視図、
図１（ｂ）は、キャスターカバーをキャリーバックに装着した後の、キャリーバックを立
てた状態の図。
【図２】実施例２のキャスターカバーが、キャスターを収納している状態の図
【図３】実施例３の単体のキャスターカバーの図。
【図４】実施例４の、単体のキャスターカバーの展開図
【図５】単体のキャスターカバーの写真。
【図６】一方の単体のキャスターカバーの写真。
【図７】キャスターカバーの写真。
【図８】キャスターが、シングルキャスターの場合の写真。
【図９】キャスターが、ダブルキャスターの場合の写真。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の実施の形態によるキャスターカバーは、箱型形状の単体のキャスターカバーで
構成されたキャスターカバーであって、前記箱型形状の直方体の６面のうちの少なくとも
１面が、一部の領域が、円弧状の切り口で開放された取り込み用切欠き部であって、キャ
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リーバックのキャスターが、前記取り込み用切欠き部をくぐって、前記単体のキャスター
カバーの内部に収納され、前記単体のキャスターカバー２個が、それぞれ対向する面から
配置された連結部材によって連結されたことを特徴とするキャスターカバーである。
【００１９】
　ここで、前記連結部材は、面状のゴムであり、前記キャスターカバー２個の対向する面
に設置されたスリット部、あるいは固定部材を介して、それぞれのキャスターカバーと連
結されている。前記連結部材の張力により、前記キャスターカバーがキャリーバックのキ
ャスターに固定される。
【００２０】
　前記キャスターカバーは、少なくとも２個以上が待機されており、キャリーバックの４
個以上のキャスターを収納することを特徴とする。ここで、前記キャスターカバーが、少
なくとも２個以上であって、キャリーバックのキャスターが収納され、固定された後、前
記キャスター用カバーの底面が、部屋の床に密着されて、キャリーバックが床の上に垂直
に保持されたこと特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項記載のキャスターカバー。
【００２１】
　（実施例１）
　図１は、実施例１のキャスターカバーの図であり、図１（ａ）は、キャスターカバーの
斜視図、図１（ｂ）は、キャスターカバーをキャリーバックに装着した後の、キャスター
を立てた状態の図である。また、図５、図６は、単体のキャスターカバーの写真、図７は
、キャスターカバーの写真である。
【００２２】
　図１（ａ）にて、キャスターカバー１０は、単体のキャスターカバー１ａ、１ｂが、連
結部材４によって繋がれた形体である。ここで、単体のキャスターカバー１ａ、１ｂには
、直方体の６面のうちの少なくとも１面が、一部の領域が、円弧状の切り口で開放された
取り込み用切欠き部１ａ、１ｂが開けられている。連結部材４は、ゴムバンドであって、
連結止め具４１によって、長さが調節される。
　図５、図６は、単体のキャスターカバーの写真、図７は、キャスターカバーの写真であ
るが、単体のキャスターカバーは、樹脂で形成されているが、この材質には、限られない
。
【００２３】
　図１（ｂ）は、キャスターカバー１０をキャリーバック２０に装着した後の状態であっ
て、キャスター２０を立てた状態の図である。ここで、連結部材４は、その表面部が、外
部から目視できるので、前記表面部に、必要に応じて、表示文字、あるは絵柄などをあら
かじめ印刷など、処理しておくことも可能である。
【００２４】
　（実施例２）
　図２は、実施例２のキャスターカバーが、キャスターを収納している状態の図である。
　対向する２個のキャスター５が、それぞれ、単体のキャスターカバー１ａ、１ｂの内部
に収納されている。
　図８は、キャスターが、シングルキャスターの場合の写真であり、図９は、キャスター
が、ダブルキャスターの場合の写真である。シングルキャスターの場合、および、ダブル
キャスターの場合ともに、キャスターカバー１ａ、１ｂの寸法を設定することによって収
納することが可能である。
【００２５】
　（実施例３）
　図３は、実施例３の単体のキャスターカバーの図である。
　単体のキャスターカバー１ｃの中に、キャスター５が収納されている。ここで、単体の
キャスターカバー１ｃの一方の面に傾斜を設けており、更に、樹脂製連結フインを設けて
おり、前記樹脂製連結フインを、連結部材の、取り付け端部としている。
【００２６】
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　（実施例４）
　図４は、実施例４の、単体のキャスターカバーの展開図である。
　ここで、連結部材を止める個所は、２本のスリット３ａ、３ｂを開けた構造である。
　前記２本のスリットに、連結部材である、ゴムバンドを通過させて、固定する。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明のキャスターカバーによれば、キャリーバックのキャスターに、容易に装着が可
能であり、キャリーバックを室内に、持ち込んだ場合に、キャスターのよごれが付着しな
いようにすることができるキャスター用カバーを提供することができ、産業の発展に寄与
する。
【符号の説明】
【００２８】
１０　　キャスターカバー
１ａ、１ｂ、１ｃ　　単体のキャスターカバー
２　　取り込み用切欠き部
３ａ、３ｂ　　スリット
４　　連結部材
４１　連結止め具
５　　キャスター
６　　樹脂製連結フイン
７　　止め具
２０　キャリーバック
３０　平面部
４０　保持ポイント

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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